























































 歯の隣接接触部は双方の礎質が唾液 を介 して密に接 し常にこすれ合い磨耗することにより点状
 か ら面状へと変化する特殊な場所である。 また接触面部を詳細に観察すると隣接面う触による実
 質欠損は隣接面歯頸側に初発し, そこから接触部へと波及していることが多い。 このようなこと
 か ら購 じ隣接面であ って も面状にな つた接触部分とそ の下方の隣接歯と接 していない部分とでは
 エナメ ル質表面 のう触発生傾向や表面状態あるい は石灰化状況な どが異なるよう に思われる。
 本硯究では, 水中保存してあったヒト抜去歯22本, 40才以上のヒト新鮮抜去歯30本, 完全埋伏
 抜去歯20本について, そのコンタクト・マイ クロラ ジオ グラムをスキャニング・マイ クロデンシ
 ートメ一夕 で走査することによ りエナメ ル質表屡 のOD値パターンすなわち石灰化パタ ーンを調
 べ, またエナメ ル質表面をリ ン酸処理 し走査電子顕微鏡で観察するこ とにより耐酸性を明らかに
 し, さ らにXMAを胴 いてエナメ ル質表層 のカルシウム 濃度分布パターンを調べるこ とによ り,
 接触面エナメ ル質の特徴を明らかに した。 結果は次のようであった。
 i. 水中保存 してあったヒト抜去歯22本のコンタクト・マイクロラ ジオ グラムにより響られた
 OD値平均パターンによると, 頬側面歯頂捌寄i/3部位, 咬合面, 隣接面歯頸側, および裂溝
 のエナメ ル質 に比較 して接触面エナメ ル質では特にその表磨にOD値の高まりが認められた。
 2. 50%正リン酸で30秒間処理後のエナメ ル質表面を走査電子顕微鏡で観察すると, 接触面お
 よび咬合面の一部では明瞭なエナメ ル小枝構造が観察されたが, 頬側面歯頂側寄ま/3部位, 咬
 合面の一部, 隣接面歯顛倒, および裂溝では程度は異なるがエナメ ル小柱構造の破壊が観察され
 表面は粗造であった。
 3. 40才以上のヒト新鮮抜去歯30本そして完全埋伏抜去歯20本についてのマイクロラジオグラ
 ムにより得 られたOD値平均パターンによると, 40才以上の接触面 を有 しない磁と完全埋伏歯の
 接触点相当部位のエナメ ル質に比較 して, 40才以上のヒ ト抜去歯の接触面エナメ ル質では表屡に
 顕著なOD鑓の高まりが認め られた。
 4. XMAによるカルシウム濃度分布平均パターンによると, 完全埋伏歯の接触点相当部位の
 エナメ ル質と比較 して40才以上のヒト抜去歯の接触面エナメ ル質では, 表麗におけるカルシウム
 濃度の高まりは特に認め られなかったけれど, 濃度分布パターンにおいてその立ち上がり の勾配
 が表屡 において 急だった。
 以上よ り, 環腔内で長期 間機能を営むことにより形成された 接触面 のエ ナメ ル質表屡 は他の部
 位のエナメ ル質表層と比較すると石灰化が高ま ってお り, 耐酸性も大であった。 また唾液に接し
 たことのない完全埋伏歯の接触点相当部位のエナメ ル質表屡 と比較 しても石灰化が高ま っていた。
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審査結果要旨
 歯の隣接接触面 について は, 齲蝕症および食片圧入とそれらに続いて起き る歯肉炎および辺縁
 性露周炎と関連 した, 多くの珊究がなさ れてきた。 しか し, 接触面の物躍化学 的性状に着§ した
 研究は, これまでほとんど行われていない。
 本論文は, 従来, 齲蝕好発部と して区別されずに取り扱われてきた隣接接触面と主に接触面燭
 辺とを対比すると共に, 非接触状態の歯および完全埋伏歯の接触面縮当部と も比較 しなが ら, エ
 ナメ ル質衰麟のX線不透過度, カルシウム分籍パターン, 酸鎚理工ナメ ル質表面の走査電子顕微
 鏡所見などについて検討したものである。 輿験は全てヒトの抜去歯を対象と して行っている。
 響られた結果は以下の遜りである。
 i) エナメ ル質褒麟のX線不透過度
 エナメ ル質薄切片のコンタクト・マイ ク濤ラ ジオ グラムを撮影 し, そのフイ ルム黒化度より,
 接触面 エナメ ル質表櫻の10- 20 μm の部位にX線不透過度の ピーク が存在す ることを確認 してい
 る。 エナメル質表麟のX線不透過度は頬側面頂側寄り1/3の部位・ 隣接面歯頸側, 咬合面の順
 に小さくなっており, 完全埋伏磯の接触面相当部が最も小さく, 表面から約40 μm の範囲で歯
 髄側 にむけ て徐々 に不透過度が高まる籟向があるこ とをみてい る。
 2) カルシウム分布パターン
 エナメ ル質 表属のX線マイクロアラナライ ザー所見より, カルシウム分布パターンを求めてお
 り, 接触面と完全埋伏歯の接触面相当部間で比較 している。 両者ともエナメ ル質表層ではほぼ平
 坦な分布パターンを示しており, その立ち上りの勾配が僅かに接触面で大であることをみている。
 3) 酸処鍾エナメル質表面の走査電子顕微鏡所見
 接触面および咬合面 の対合歯と接する部分では50%正燐酸30秒処理後に明瞭なエナメ ル小銭構
 造を認めたのに対 し, 頬側面薦頂側1/3部位, 咬合面の一部, 隣接面歯頸側面, および裂溝部
 では小柱構造の破壊により糧造となった表面を観察した。
 以上よ り, 隣接接触面は隣在歯相互間の接触と歯の機能時の生鍾的動揺の結果, 磨耗 してお り,
 しかも他の歯面よりもその表面は石灰化が進み, 耐酸性も大きいこと, そしてこのような特徴を
 持つに至った理由として, プラークの付着 が無いこと, 爾歯面が唾液をみた した小隙を介 して向
 いあっていることなどを挙げている。
 このように, 本論文は, 薦内療法学と歯周療法学の両分野において今後の発展に資するところ
 は大きく, 学位授与に慰するものである。
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